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１　問題と目的
　就学前教育・保育制度の国際比較（文部科学省，
2006）では，就学前教育の在籍率は，3歳児では 75%，
4歳児では 94%，5歳児では 97%となっている。5歳児
になるとほとんどの子どもが就学前教育をうけており，
集団生活を行っている。しかし，小学校への入学を機に，
就学前教育とは異なる学習環境やルールの違いに，子ど
もたちは多くの戸惑いを経験する。1990 年頃半ば頃か
ら，小学校 1年生の児童が学校生活に上手く適応できな
いために起こる問題行動，いわゆる「小 1プロブレム」
が問題視され ,現在もなお，その問題解決に向けての取
り組みが行われている。
　現在では，幼稚園や保育所，認定こども園（以下，園
とする）から小学校への接続期に子どもの学びが連続的
に行われることの重要性が謳われ，園から小学校への学
びのスムーズな移行のための様々な取り組みやカリキュ
ラム開発が行われている（e.g.，赤木・田部ら，2016；
新井・山本ら，2019）。また，子どもの学習環境の変化
への対応する子どもの学びの連携だけでなく，園での教

育を担う保育者と小学校教員との連携や幼児と児童と
いった子ども同士の交流が行われており，教育実践が蓄
積されている。しかし，小学校の入学を機に，変化する
のは学習環境や学校でのルールといった，学校生活だけ
ではない。
　園に通う子どもは，家庭の生活状況により，朝の 7時
頃から 9時ころまでに登園しており，登園時間には幅が
ある。そして，降園時間もまた，幼稚園や保育所，認定
こども園といった園の形態や家庭の生活状況により異
なっている。降園時間に関しては，登園時間よりもさら
に大きな幅があり，14時頃から19時頃の降園時間といっ
たように個人差が大きい。このように，就学前の子ども
は大人の生活時間に合わせて登園降園をしている。一方，
小学校では，始業時間と下校時間が決まっており，学校
の時間に合わせて登校下校している。したがって，子ど
もたちは小学校への入園を機に，家庭での生活に合わせ
た生活時間から，学校生活に合わせた生活時間へと生活
時間の大きな変化を経験することになる。瀬尾（2022）
は，秋田県の幼児期の子どもの生活時間の調査から，遅

保幼小接続期における子どもの家庭生活
― 就学前後の子どもの生活時間の変化に着目して ―
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寝早起きであることを明らかにしており，家庭の生活時
間を大切にした生活リズムをつくっていることを示唆し
ている。では，就学前後で子どもたちの生活時間は実際
に家庭での生活に合わせた生活時間から学校の生活に合
わせた生活時間へと変化するのだろうか。
　子どもたちが健やかに成長していくためには，適切な
運動，調和の取れた食事，十分な休養・睡眠が大切であ
ることから， 2006 年に「早寝早起き朝ごはん」全国協議
会が発足し，文部科学省と連携して「早寝早起き朝ごは
ん」国民運動が推進されている。先行知見からも，起床
時間が早い方が朝食時間も早く，朝食をゆっくりとるこ
とが出来，朝の排泄が習慣化されることが明らかになっ
ており（篠原・長野・堀内，2021），早起きは望ましい
生活習慣を身に付けるためには重要であることが示され
ている。また，十分な睡眠をとり，睡眠習慣を確立する
ことが小児肥満をはじめとする小児の生活習慣病予防に
重要であることが指摘されている（関根・鏡森，2007）。
そして規則正しい睡眠習慣と睡眠時間を確保することは
大人以上に子どもにとって重要であることが示されてい
る（亀井・岩垂，2012）。幼少期に，生活リズムを整え，
十分な睡眠時間を確保し，基本的な生活習慣を確立する
ことは極めて重要であり，保幼小接続期において，生活
のリズムをつくる生活時間がどのように変化するのかを
検討することは，今後の保幼小接続期の家庭生活と学校
生活のあり方を考える上で重要であると考える。
　したがって本研究では，子どもの起床，就寝，睡眠，
食事時間といった家庭における生活時間に着目する。そ
して，小学校を機に，家庭の生活状況に応じた生活時間
から学校の生活に応じた生活時間へと移行するのか，5
歳児クラスの子どもを持つ保護者と小学校 1年生の子ど
もを持つ保護者への生活時間に関する質問紙調査により
明らかにすることを目的とする。保幼小接続期の子ども
の家庭生活におけるスムーズな移行がなされているのか
を考えることは，保幼小接続期の子どもの成長を支える
家庭との連携を考える上で重要な資料となることが期待
できる。

２　方法
2-1　対象
　秋田県 A市に通う 5歳児クラスの子どもを持つ保護
者と小学校 1年生の子どもを持つ保護者 184 名であっ
た（5歳児クラス；113 名，小学校 1年生 71 名）。

2-2　調査方法
　2018年 2月に研究承諾が得られた 3園と小学校 2校を
対象に，保護者に対する質問紙調査を実施した。質問紙
は園ならびに小学校を通じて保護者に配布し回収した。

　なお，質問紙は無記名の自記式質問紙を用いた。

2-3　調査内容
　子どもの起床時間，就寝時間，睡眠時間，食事の状況，
つまり幼児期から児童期にかけての生活習慣について調
査を行った。

2-4　倫理的配慮
　園長ならびに校長の承諾を得た上で，各クラスの担任
から保護者に対して保護者会で説明を行い研究協力の了
承を得た。また，調査の目的と合わせて，調査への参加
は自由意志であり，拒否をしても不利益を被らないこと，
回答は個人を特定できないように処理し，調査以外の目
的で使用しないことを説明した文書を添付した。
　なお，本研究は，秋田大学研究倫理審査委員会の承認
を得て実施した（承認番号：第 28-3）。

３　結果と考察
3-1　�5 歳児クラスと小学校 1年生の子どもの起床時間

の検討
　はじめに，起床時間の検討を行う。子どもの起床時間
を 5時半から 6時未満，6時から 6時半未満，6時半か
ら 7時未満，７時から 7時半未満，7時半から 8時未満，
8時以降の 6つに分類をした（表 1）。
　次に，5歳児クラスと小学校 1年生の子どものでは，
起床時間に違いがあるのか検討するために就学前後（園・

表 1　�5 歳児クラスと小学校 1年生の子どもの起床時間
区分

5歳クラス（人） 小学校1年生（人）
5時半〜6時未満 1 1
6時〜6時半未満 21 31
6時半〜7時未満 47 30
7時〜7時半未満 27 9
7時半〜8時未満 16 0
8時以降 1 0
合計 113 71

表 2　�5 歳児クラスと小学校 1年生の子どもの起床時間
の比較と残差分析の結果

5 歳児
クラス 残差分析 小学校

1年生 残差分析

7時以前に
起床

69
（80.5） ▽ ** 62

（50.5） ▲ **

7 時以降に
起床

44
（32.5） ▲ **  9

（20.5） ▽ **

注） 数値は人数を表し，（　）は期待値を示している。また，「▲」
は有意に多いことを，「▽」は有意に少ないことを示して
いる（**p <.01）。
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小学校）×起床時間（7時以前，7時以降）の x 2 検定
を行った。その結果，就学前後の違いによる起床時間の
偏りは有意であった（ x 2（1）＝ 14.66，p<.01）。したがっ
て，園と小学校では，子どもの起床時間が異なることが
示された。さらに残差分析の結果，5歳児クラスの子ど
もは 7時以降に起床する人数が有意に多く，小学校 1年
生クラスの子どもは 7時以前に起床する人数が有意に多
かった（表 2）。
　ベネッセ教育研究所（2008）の第 1 回放課後の生活
時間調査の結果によると，小学生の起床時間は 7時を
ピークにしてそれ以降に起床する割合は急激に少なく
なっていることが明らかになっている。これは学校の始
業時間に合わせると多くの子どもが 7時以前に起きる必
要があるからであり，以上の結果からも，小学校 1年生
になると学校の生活時間に合わせた生活スタイルをとっ
ていることが示された。

3-2　�5 歳児クラスと小学校 1年生の子どもの就寝時間
の検討

　3-1 では起床時間について検討を行った。ここでは就
寝時間の検討を行う。はじめに，子どもの就寝時間を
20 時から 20 時半未満，20 時半から 21 時未満，21 時か
ら 21 時半未満，21 時半から 22 時未満，22 時から 22
時半未満，22 時半から 23 時未満，23 時以降の 7 つに
分類をした（表 3）。
　次に，5歳児クラスと小学校 1年生の子どもでは，就
寝時間に違いがあるのか検討するために就学前後（園・

小学校）×就寝時間（22 時以前，22 時以降）の x 2 検
定を行った。その結果，就学前後の違いによる偏りはな
かった（ x 2（1）＝ 0.23，ns）（表 4）。したがって，園と
小学校といった就学前後の校種の違いにより，子どもの
就寝時間に差がないことが示された。
　ベネッセ教育研究所（2008）の第 1 回放課後の生活
時間調査の結果によると，小学生の約 60%の子どもが
22 時までに就寝していることが示されている。またベ
ネッセ教育研究所（2016）の幼児の生活に関する調査
結果によると 4歳から 6歳 11 か月までの園に通ってい
る園児の約 75%の子どもが 22 時までに就寝することが
示されている。本結果では，小学校 1年生の子どもの約
80%，5歳児クラスの子どもの約 77%が 22 時までに就
寝しており，就学後も，小学校 1年生になると，早寝の
傾向があることが示された。

3-3　�5 歳児クラスと小学校 1年生の子どもの睡眠時間
の検討

　3-1 の子どもの起床時間と 3-2 の子どもの就寝時間か
ら，子どもの就寝時間を算出し，睡眠時間の検討を行う。
ここでは，子どもの睡眠時間を 7時間以上 8時間未満，
8時間以上 9時間未満，9時間以上 10 時間未満，10 時
間以上 11 時間未満，11 時間以上の 5つに分類をした（表
5）。そして，5 歳児クラスと小学校 1 年生の子どもで 
は，睡眠時間に違いがあるのか検討するために就学前後
（園・小学校）×睡眠時間（7時間以上 8時間未満，8時
間以上 9時間未満，9時間以上 10 時間未満，10 時間以
上 11 時間未満，11 時間以上）の Fisherの正確確率検定
を行った。その結果，就学前後の違いによる偏りは有意
であった（p <.05）。したがって，園と小学校といった
校種の違いにより，子どもの就寝時間が異なることが示

表 3�　�5 歳児クラスと小学校 1年生の子どもの就寝時間
区分

5歳クラス（人） 小学校1年生（人）
20時〜20時半未満 　5 　5
20時半〜21時未満  16  11
21時〜21時半未満  46  20
21時半〜22時未満  20  21
22時〜22時半未満  18  11
22時半〜23時未満 　7 　2
23 時以降 　1 　1
合計 113  71

表 4�　�5 歳児クラスと小学校 1年生の子どもの就寝時間
の比較

5 歳児クラス 小学校 1年生
22 時以前に就寝 87

（88.4）
57

（55.6）
22 時以降に就寝 26

（24.6）
14

（15.4）
注）数値は人数を表し，（　）は期待値を示している。

表 5　�5 歳児クラスと小学校 1年生の子どもの就寝時間
の分類と比較

5 歳児
クラス 残差分析 小学校

1年生 残差分析

7時間以上
8時間未満

1
（2.5）

3
（1.5）

8 時間以上
9時間未満

20
（24.6）

20
（15.4）

9 時間以上
10 時間未満

58
（58.3）

37
（36.7）

10 時間以上
11 時間未満

31
（25.2） ▲ * 10

（15.8） ▽ *

11 時間以上 3
（2.5）

1
（1.5）

合計 113 71
注） 数値は人数を表し，（　）は期待値を示している。また，「▲」
は有意に多いことを，「▽」は有意に少ないことを示して
いる（*p <.05）。
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された。さらに残差分析の結果，5歳児クラスの子ども
は 10 時間以上 11 時間未満の睡眠時間をとる人数が有
意に多いことが示された（表 5）。
　以上の結果から，幼児期から児童期への移行期に，睡
眠時間が短くなる傾向が示された。これは，小学校の始
業時間に合わせて早起きになるため，睡眠時間が短く
なっていることが考えられる。

3-4�　5 歳児クラスと小学校 1年生の子どもの朝食をと
る時間帯の検討

　3-4 では，子どもの朝食をとる時間帯について検討を
行う。はじめに，子どもの朝食をとる時間帯を 6時頃，
6時半頃，7時頃，7時半頃，8時以降の 5つに分類を行っ
た（表 6）。そして，5歳児クラスと小学校 1年生の子ど
ものでは，朝食をとる時間帯に違いがあるのか検討する
ために就学前後（園・小学校）×食事をとる時間帯（6
時頃，6 時半頃，7 時頃，7 時半頃，8 時頃）の Fisher
の正確確率検定を行った。その結果，就学前後の違いに
よる偏りは有意であった（p <.01）。したがって，園と
小学校といった校種の違いにより，子どもの朝食をとる
時間帯が異なることが示された。さらに残差分析の結果，
5歳児クラスの子どもは 7時半，8時以降に朝食をとる
人数が有意に多く，小学校 1年生クラスの子どもは，6
時頃，6時半頃に朝食をとる人数が有意に多いことが示
された（表 6）。
　これらの結果から，幼児期から児童期への移行期に，
朝食をとる時間帯も，小学校の始業時間に合わせて早起
きになるとともに，食事の時間帯も早くなっていること
が示された。

3-5�　5 歳児クラスと小学校 1年生の子どもの夕食をと
る時間帯の検討

　3-5 では，子どもの夕食をとる時間帯の検討を行う。
はじめに，子どもの夕食をとる時間帯を，17 時半頃，
18 時頃，18 時半頃，19 時頃，19 時半頃，20 時以降の
6つに分類をした（表 7）。
　次に，5歳児クラスと小学校 1年生の子どものでは，
夕食をとる時間帯に違いがあるのか検討するために就学
前後（園・小学校）×夕食をとる時間帯（17 時半頃，
18 時頃，18 時半頃，19 時頃，19 時半頃，20 時以降）
の x 2 検定を行った。その結果，就学前後の違いによる
偏りはなかった（ x 2（5）＝ 4.30，ns）（表 7）。したがっ
て，園と小学校では，子どもの夕食をとる時間帯には差
がみられないことが示唆された。幼児期から児童期の移
行期に，子どもの夕食をとる時間帯に変化は見られず，
園や小学校からの帰宅後の食習慣に違いがないことが示
された。

４　まとめ
　本研究では，幼稚園，保育所，認定こども園に通う 5
歳児クラスと小学校 1年生クラスに通う子どもの起床，
就寝，睡眠，朝夕の食事の時間帯と言いった家庭での生
活時間に注目して，保幼小接続期における家庭生活の変
化を明らかにすることを目的として検討を行った。
　その結果，起床時間や朝食時間帯は小学校 1年生クラ
スの子どもの方が早く，睡眠時間も短くなる傾向が示唆
された。一方，就寝時間と夕食時間帯は就学前後で違い
はみられないことが示された。
　本研究の結果から子どもたちは，小学校を機に，家庭
の生活状況に応じた生活時間から学校の生活に応じた生
活時間へと移行することが示唆された。これまで，保幼

表 6　�5 歳児クラスと小学校 1年生の子どもの朝食をと
る時間の分類と比較

5 歳児ク
ラス 残差分析 小学校

1年生 残差分析

6時頃 5
（8.6） ▽ * 9

（5.4） ▲ *

6 時半頃 30
（39.3） ▽ ** 34

（24.7） ▲ **

7 時頃 35
（38.7）

28
（24.6）

7 時半頃 34
（20.9） ▲ ** 0

（13.1） ▽ **

8 時以降 9
（5.5） ▲ ** 0

（3.5） ▽ **

合計 113 71
注） 数値は人数を表し，（　）は期待値を示している。また，「▲」

は有意に多いことを，「▽」は有意に少ないことを示して
いる（*p <.05，**p <.01）。

表 7　�5 歳児クラスと小学校 1年生の子どもの夕食をと
る時間の分類と比較

5 歳児クラス 小学校 1年生
17 時半頃 3

（3.1）
2

（1.9）
18 時頃 32

（30.7）
18

（19.3）
18 時半頃 28

（27.0）
16

（17.0）
19 時頃 33

（35.6）
25

（22.4）
19 時半頃 13

（10.4）
4

（6.6）
20 時以降 4

（6.1）
6

（3.9）
合計 113 71
注）数値は人数を表し，（　）は期待値を示している。
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小接続期におけるスムーズな移行のためのスタートカリ
キュラムや，保幼小の教員間の連携や，子ども同士の交
流などといった，学校生活への適応に向けて多くの取り
組みがなされてきた。しかし，本研究の結果から，就学
前教育から小学校への移行は，子どもにとって学校生活
だけでなく，家庭生活も，大きな変化があり家庭での生
活リズムについても，スムーズな移行について考慮して
いくことが大切であると考える。そして今後は，接続期
における家庭生活の変化が学校生活に与える影響につい
て検討することが課題である。
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